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完全に秩序の整った世界では、以下のことが実現するだろう O まず成人学習の問題は、子ど

もを教育する問題と同じように十分に理解されるだろう O 政治家や教育計画者、提供者だけで

なく、学習者および潜在的な学習者もまた、成人学習に参加することが成人自身および彼らが

住むコミュニティに利益をもたらすことをはっきりと理解しているだろう O 教育提供者は、成

人の生活に影響を与えているほかの圧力を考慮に入れると、学習プログラムを立てる際には柔

軟性が必要なことを認識するだろう O 教育提供者は、成人学習者のそれまでの経験をうまく引

き出す技能を持っているだろう O 成人学習のコースのすべては、成人が用いる学習方策の多様

性をうまく調整できるよう構成されているだろう O コミュニティのあらゆる階層の成人が、平

等に学習に参加することだろう O 建物は機能的でみごとなものであるだろう O 提供される教育

は、常に質的に高いものであり、すべての人に教育を提供できるだけの十分なお金があるだろ

っO

われわれは、いまだそのような社会に到達しえていなl'0すくなくともイギリスはそうであ

る。 JacquesDelorsが認識したように (CEU，1994)、そのような社会に到達するまで、政治

家や教育計画者、そして学習者自身に次のことを気づかせる必要があるだろう O 物事はよりう

まく行うことが可能だということ、そして、成人学習が経済的繁栄および社会的結合を確保す

るための鍵となる役割を果たすということであるO われわれは、政策決定者の抱く理想と、現

実として学習者が利用できる選択肢とのギャップに目を向ける必要があるだろう O また、成人
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と関わる仕事において、優れた実践を促進し、普及させる必要もある。

もし生涯学習がすべての人に意義あるものとして役立てられるなら、そこには、十分に情報

を得た能動的な市民、民主的な参加や討議を行うことに長けた市民、変化をうまく乗り越える

ことのできる市民を確保するための方策が含まれるだろう O もし周辺化された集団にとっても

アクセスが可能となるなら、生涯学習は、さまざまな集団の異なる状況やニーズを認めるもの

となるだろう O このような目的のために、ボランタリー組織は、教育サービスを提供するため

のオルタナティブなモデルを開発するだけでなく、いかに物事を違ったやり方で行い、より良

くするかを考えていくという点においても、鍵となる役割を担っているのであるO 本質的には、

これがアドヴォカシーという活動なのである。

この論文では、広範な会員基盤を持つある全国規模の非政府組織が、イングランドとウエー

ルズにおいて以上のようなことをいかに行っているかを探り、アドヴォカシー活動が成人教育

ないし社会教育のl'かなるプログラムにおいても中核的なものであることを論じてL、く O

全国成人生涯継続教育協会 (NIACE)は、 1921年、英国成人教育協会として創設された。

総合的な目標は、「成人生涯継続教育の研究の促進と全般的な進展」であり、そのメンバーの

優先事項は、より多くの異なる成人学習者を確保することであるo NIACEは慈善団体であり、

保証人と広範な会員による有限会社である。会員には、大学や継続教育カレッジ、地方当局の

成人教育提供機関(労働者教育協会、フォード社、労働組合評議会、全国女性協会連盟、ナショ

ナルトラスト、英国放送協会やその他のテレビ局、産業大学、防衛省、各種芸術団体、図書館、

博物館、多くの地方部局)が含まれているo NIACEは、中央政府および地方自治体から全体

予算の10%に相当する助成金を得ているO また、多分野にわたるコンサルタント業、研究活動、

開発事業、出版活動、会議、促進活動、慈善的・ビジネス的な財源からの資金調達活動を通し

て収支の均衡を保っている。

NIACEは、政府との聞に、批判的な友人としての緊密で影響力ある関係性を有しているO

NIACEは、非政府組織 (NGO)と政党との役割には類似性もあるが、鍵となる違いがある

と信じているO 民主主義における政党は多様な尺度を提供するが、総合すれば、そのことが一

般的な利害がいかに保障されるかについての見解を有権者に提供するのである O 他方、 NGO

は、ある特定の利害を代表する。 NGOの仕事は、一般的な利害が定着しているとき、それら

特定の利害が忘れ去られることがないよう努めることであるO 両者ともに、才能、想像力、お

よび自らの議論が注目を集め、説得力を持つための確固たる証拠を必要とする。しかし、相手

を驚かすことは、政治家にとって重要な武器であるが、 NGOの仕事では、ほとんどないし全

く行わないものと NIACEは信じているo NIACEは、長期的な観点に立って、成人学習者を

めぐるさまざまな事柄を改善していく変革の達成にかかわるのであるO 政治家ないし役人に彼

らの判断を変える決定を強いることでは、 NIACEが得るものはほとんど何もないだろう O
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NIACEは、自分たちの事業には、次の 8つの中核的機能があると確認している。その中で

最も重要な機能は、アドヴォカシー活動であるO

・成人学習者や彼らに奉仕する諸団体の利害を代表すること。
・イギリスや他の国々の成人生涯継続教育を促進する組織、機関、個人との協力関係を発展
させることO

・調査や研究活動を行うこと 0
・情報を集め、広めること。
・会議、セミナ一、ミーティングを召集することO
・刊行物を出版、配布すること。
・特別プロジェクトに着手し、 NIACE委員会によってつくられた特別部局を取りまとめる
こと O

• NIACEの事業ないし NIACEが責任を負う部局の事業を促進するために、資産の貸借、

売買をすること。

最後の項目はおそらく別として、他の機能のすべては、成人学習者の利害を代表するための

能力を高めていくものであるO

NIACEが設立されて間もない頃、事務局長であった W.E. Williamsは、 SouthMidland 

の大きな町である Northamptonでは、公に展示されている芸術作品が無いことに気づいた。

彼は、住んでいる地方の美的財産や最新の文化的実践を手近なところで味わう機会がないのな

ら、市民として十分な生活を送ることは困難であると判断した。当時の NIACEは、芸術にア

クセスする必要性を明示するため、 1930年代半ば、慈善団体からの支援を受け、展示会を見て

回るプログラム「人々のための芸術 (Artfor the People) Jを組織した。同時に Williamsら

は、この問題は国策に関わるとして政府を説得し始めた。 NGOによって進められたその地道

な意思表示の活動から、「音楽・芸術推進協議会」が設立されることとなり、 Williamsが初代

事務総長を務めた。ニーズおよび、それを満たす実践的な方策を見極めることは、効果的なア

ドヴォカシー活動の核となる部分であるO しかし、ロビイング活動および公開討論もまた、問

題があること、提起された解決策が役に立つだろうことを政策決定者に受け入れてもらうため

に必要であり、重要だといえる (Williams，1971)。

Williamsにはかなりの革新力があり、 1939年から45年の戦争時、国軍に徴兵された軍人に

対する時事問題プログラムとして「軍隊時事問題部 (theArmy Bureau of Current Affairs) J 

をっくり上げた。陸・海・空の軍人および女性が、週に一度の成人教育コースで社会的・政治

的問題を議論できるよう、資料が準備され、すべての部隊に配布された。時事解説者の何人か

は、 1945年の選挙での国軍による熱狂的な福祉の支持はこのプログラムの成果であると考えて

いるO 以上の先導的行為のどちらも、成功したアドヴォカシー活動の例証であるO しかし、両

者ともトップダウン方式の政策展開の産物であり、アドヴォカシー活動は、中央志向の変革を

確保する方向へうまく導かれていた。
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しかしながら、成人学習は、政府の決定によるものと同じくらい、ボトムアップ方式という

新機軸によって形作られている点で初等教育と異なっているo 1970年代の成人識字キャンペー

ンはボランタリー組織の中で始まり、その多くは教育よりむしろ私的な社会奉仕活動を通して

インナーシティの貧困を改善するよう構想された。採用されたモデルは、ボランティアのテュー

ターとの一対ーの個人指導を中心とするものであり、驚くまでもなく、クラスを基盤とした教

授活動よりも社会事業活動にならってつくられたのである。非識字根絶への資金投与や国家的

関与を要求する「読む権利キャンペーン (aRight To Read campaign) Jを始めるため、諸

機関が連合した。 (Tuckett，2001)。

NIACEは、メンバーに同キャンペーンを支援するようせき立てられた。英国放送協会は、

ゴールデンタイムのテレビシリーズとして、識字問題を抱える多くの成人が支援を求める起爆

剤となるような番組 OnThe Moveを放映することを決めた。最終的に政府は、全国部局を

NIACEの中に設置するための資金を短期間援助することで応えてきた。 25年後、いまやその

部局は「基礎技能局 (theBasic Skills Agency) Jとなって独立し、かなりの資金を蓄えてい

るor読む権利キャンペーン」の運動家は、 100万人の成人が識字問題を抱えていると見積もっ
てきた。 1999年の基礎技能に関する政府の報告書では、イギリスにおいては700万人の成人が

基礎技能のニーズを抱えていることが示された。そして、成人の基礎教育に対し、政府間での

かなりの優先権および資金が与られることになった (Moser，1999)。

25年もの年月は、ひとつの問題が継続的に系統立てられた方法で取り組まれるのを待つには

長いといえるO しかし、 1970年代の識字キャンぺーンでのアドヴォカシー活動は、 Moser報

告書の前に成果をあげているo 1970年代までの基礎教育プログラムは、参加者に対して過度に

恩着せがましいものであり、彼らの熱意を下げていた。成人識字キャンぺーンをっくり上げた

実践家たちは、このアプローチを拒んだ。 JaneMaceの言うように、当時は、失敗した社会

政策の犠牲者を非難する慣習があったのであるO まず、人々に読み方を教えることができてい

なl'0そして、モチベーション、理解力ないし知が欠如しているとして学習者を責めるのであ

る。同年代の労働者作家運動のような識字キャンペーンは、新たな読み手が書き手として言う

べきことに焦点を当てた。雑誌 WriteFirst Timeは、労働者階級の人々が書くという新たな

要素が小さな出版物から生まれたとして、学習者の発言権の開花を記録した。このような活動

は文化的な産物であった。また、学習者に第二のチャンスを保障していくため、教育政策にお

ける優先順位を再編成することを強く主張しもした。そのキャンペーンは、 NIACEにも新た

な活力を与え、社会的に排除されている人々、周辺化されている人々のために NIACEが先導

的役割を担うことになった。 1980年代は、このような活動の潮流によって、女性、黒人、その

他の少数民族集団に平等な機会を保障するため、そして失業中の成人を支援するために構想さ

れた活動プログラムが登場することになった。

その後しばしば、政策を改めていくための第一歩は、不公平の問題に取り組むという関心か
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ら生じてきている O このことは、イングランド教育雇用局の前大臣DavidBlunkettも認める

ところであった。彼は、社会変革の媒介としての成人教育の役割を、そして自らの窮地から抜

け出す方法を学ぶために労働者階級一般の人々は団結することができるということを強く信じ

ていた。 1998年の緑書 TheLearning Ageの序文で、彼は次のように主張した。

fわれわれ」クヘ学習の疲れた伝統を持っこのfflIt::;~ )-3のは季ぎであ石。われわれは、グィ

ク介グア郵貯代の産業コミコニティの4ぎれたセノルアヘノ'v7~産裁の遺物を財産と ι てきたO

~/i'~ 1i絶望的な貧wのやで生きつつる、男女とるに、 B分白身そ L て8分の家族そを(tï)土

主ぜ-3J::ラ決定Lてきた。 λ々がそラ ιたのは、 E書館の設立、労働者援府での研究、初
坊の労働迎合の宏駆的募方、夜閣のクラス、公府議座、文通のコースを遍じてであ石。学

習はλ々の盆冴を豊かにL、その結果、 λ々は在会全体を豊かにLたのであ-3J{DfES， 

1998)。

同様の見解は、 1992年に論議された、日本の生涯学習審議会の考えを形作った。

fベ々か空涯学習にlIXり溜むのは、白己の向上なれι勝業土の出世とわラだげでなぐ、
託会的買尉J3-3~)は他者を教之-3機会を壌やすために<b1i!l ð吉~~】ことであ-30 (中島宇j示、

ランティア恋身It、生涯学習だげでなぐ、討会的議席悲jごる密接jご周わって~ )石。ゆ之jご、

そのJ::ラなJ否身It、豊かで活カJ3-3在会の進展、そLて生涯学習在会の梼築のために重要

なのであ-3J (Lifelong Learning Council， 19920 Belanger and Federighi， 2000でヲ|用

されたもの)。

けれども、ボランタリー組織が革新的で創造的であるという保障はなL、。識字キャンペーン

や次に続いた平等な機会を求めるプログラムは、学習者を代表して声をあげようとする

NIACEのような団体自体が、どれだけ効果的に代弁している多様な層の人々の声に耳を傾け

ているかを絶えず探究していくことの必要性を明らかにしているO それらの団体はまた、新し

い活力に聞かれる必要があるし、他の先導者たちを支える技能を用いていく必要もあるのであ

るO

この経験のすべては、 1990年代初頭、当時の保守党政権が、労働市場にとって即効的な価値

を持たず、資格に結びつかない成人教育分野への公的支援のすべてを終えると提案したとき、

発揮されることとなった。これらの提案自体は、保守的なシンクタンクによるひとつの効果的

なアドヴォカシー活動から生じたo Awαy withLEAs (Lawlor， 1990) において Sheila

Lawlorは、個人的な充足のための成人教育に用いられるお金は、事実上学校から盗んだお金

であると述べた。彼女は、そのような成人教育活動のうち最も不利な状況にあるものだけに公

的助成金を投入すべきだと主張し、さらに、社会サービスの予算からお金が捻出されるべきだ

と述べた。概して、彼女の主張は、白書Learningfor the Twenty First Century (DESj 

円
A
U

A
斗ム



京都大学生涯教育学・図書館情報学研究 vol.3. 2004年

EDG， 1991)において政府に受け入れられた。そこでの関心は、限られた国家支出は、イギリ

スの経済競争に即時的なインパクトを持つ領域に焦点づけられる必要があるというものであっ

た。能力が高く、熟練した労働力を確保する際、イギリスは、国際的な競争相手と比べ、ク守ロー

バリゼーションからの圧力が増大しており、成績も芳しくないためであるO この白書に関する

初期の国会の議論では、フラワーアレンジメントのために国庫から資金を提供する理由は十分

にないことが主張された。

NIACEはすぐに、これらの議論に異論を唱えるため行動を起こした。まず最初の行動とし

て、政府の提案の要約およびそれに対する批判を広範囲にわたって発表した。この行動の根本

にあるものは、経済を支えるための学びに優先権が与えられることを誰もが認めているのだが、

成人教育は、同じくらい重要な他の多くの役割を果たしているということであった。それは、

高齢成人が長い間積極的に社会参加できるようにすること、精神的な病から立ち直った人々が

人間関係を再構築するための安全な環境を提供すること、家族学習 (familylearning)を通

じて親に対する支援を確保すること、教育に戻る第一歩を踏み出している学習者に自信をつけ

てもらうこと、多元的な民主主義国家を特徴付ける複雑な市民社会活動の網の自を強化するこ

と、といった役割である O

NIACEは、政府の提案の要約およびそれに対する批判を、さまざまな政治家、報道機関、

教育提供者に配布した。第二に、そのことは、地方自治体協会および全国女性協会連盟(社会

教育を含む広範囲な活動を提供している、グレートブリテン島の田舎にあるさまざまな女性組

織の連盟)という重要な協力者を確保した。全国規模での署名運動は、ほんの 2週間強で50万

人もの署名を集めた。全国女性協会連盟の9.000の地方支部は、個々のメンバーに対し政治家

に手紙を書くよう奨励した。それによって下院議員たちは、かなり評判の悪い人頭税によって

生じるのと同じくらい多くの投書を受け取ることになった。第三に、 NIACEは、自分たちの

経験について報道機関に話したがっており、なおかつ話すことのできる学習者を見つけ出した。

よくあるフラワーアレンジメントへの中傷に応えるため、 NIACEは、かつて商業銀行家とし

て働いていたBrixton(1980年代の市民紛争の場で、黒人のイギリス人にとっての中心地)在

住の一人の花屋をさがし出した。その花屋の男性は、地元の SouthLondonの成人教育機関

でフラワーアレンジメントクラスを受講し、自分の転職の準備をしたのであるO さらに彼は、

他の受講者のほぼ半分を自分の庖で労働者として雇い、職業訓練として新たな労働者をそのク

ラスに派遣した。そして、 TheIndependent紙の DonaldMacLeodに訴えかけ、その話を主

要な特集記事にしてもらったのだ。数日内に、政治家たちは次のように言っていた。「もちろ

んわれわれは、フラワーアレンジメントが花屋業界での成功に結ひ、っきうることを知っている。」

同キャンペーンでの NIACEの鍵となる役割は、すべての人に新しい情勢を積極的に知らし

めること、国策の事例を十分に解説していくことであった。キャンペーンで政治への注目度が

高まったことによって、「成人教育のための国会全政党委員会」が再建され、 NIACEはその
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事務局となった。 6週間以内に政府は提案を変え、資格付与を行わない成人教育に対して、地

方教育当局による教育サービスの一部として資金を与えつづ、けるべきことを認めた。しかしな

がら、財政的援助はあまり大きくなかった。また、 1992年の「継続・高等教育法」によってつ

くられた、資格を付与する成人教育とそうでない成人教育との人為的な区別は、 2001年までな

くならなかった (Tuckett，1996)。

このような状況にもかかわらず、キャンぺーンは、 NIACEと政府および NIACEと

NIACE支援者との関係性にかなりの影響を与えた。政府の提案に正面から異議を唱えようと

決心するのは、それほど困難なことではなかった。政府の提案は、 NIACEの観点からすれば、

成人の学習という道のりの複雑さを考慮してなかったし、周辺化されているグループをさらに

排除する危険性を持っていたのであるO しかしながら、教育国務大臣TimEggarの次のよう

な発言が報じられた。「私は NIACEが行っていることに反対はしなt¥0 しかしなぜわれわれ

が、 NIACEへの助成金が危機的状況で、あることを考慮、して、 NIACEにお金を出すべきなの

だろうか?J対照的に、 NIACEの会員団体は、 NIACEの事業を最大限支援すると表明した。

法案が国会を通過するとき、 NIACEは、全政党の政治家に検討中の問題について説明し、中

央政府の役人との効果的な見直しのプロセスを発展させた。それは、対立する部分を最小限に

するためであり、国策という制限の中で法律の条項が成人学習者に最大限の利益を与えること

を保障するためでもあるO

このプロセスは、いくらかの撤密さを要求した。政策のどの領域に対し NIACEは同意しな

いのかをはっきりさせながら、政策という枠組みの中で成人学習者を支援するための最も効果

的な手段を追い求める政府と対話することが重要であった。 NIACEは常に、政策についての

意見の相違をいかに追及するつもりであるかを政府に伝えるよう決めてきた。そのことは、

「成人教育に関する国会全政党グループ」から NIACEの事業に対する温かい支援を得たよう

に、対話が聞かれている状態を保つこと、国策の転換を少なくすることに役立った。成人教育

の分野を最新のものに保つことも重要だった。政治家たちは、多くの成人が学習に戻る第一歩

として、適度な地方のコミュニティ教育が必要であることに納得した。その議論は、 Eggar

の次の大臣である TimBoswellによって受け入れられた。彼は、「フォーマル教育の大部分の

過程を経験してこなかった成人が、資格付与を行うコースに一直線に向かうことは極めて妙な

ことであるO 例えば、技能を最新のものにしていこうとするのに必要な自信、その自信を植え

付けてくれるかもしれない非職業的なコースへの参加によって、成人が学習に引き戻されると

いう主張を私は大いに受け入れる」と述べた (Boserll，1993)。

立法上の論争が続いていた問、 NIACEは、 1992年に第一回の「成人学習者週間 (Adult

Learners' Week) Jを導入することを計画した。「成人学習者週間Jは、 1992年の「継続・高

等教育法」に関する議論が終わった後すぐに行われるよう調整された。 NIACEは、すべての

複雑な要素を考慮して成人学習者像を浮き彫りにすること、既存の学習者を祝うこと、他者を
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参加するよう動機付けることに関心を持っていた。主要な地上波放送のテレビ局のすべてが、

成人学習を祝う番組を作ることに同意した。また、潜在的な学習者のために無料の電話支援サー

ビスが開始されたり、目立った成人学習者に対する全国的・地域的な賞が設けられたりした。

国会で歓迎会が催され、全国的な政策会議が聞かれ、地方でた〈さんの活動が展開された。著

名人は無償で活動に参加した。報道記事は1，000件を超え、そのすべてが、学ぶのに遅すぎる

ことは決してないという言説を支持していた。 55，000人の人々が電話支援サービスに電話をし

てきた。彼らの半分以上が長い間失業状態にあり、彼らの 3分の lが3ヶ月以内にコースを受

講した。 NIACEは、参加に関する新しい研究成果を発表し、広く注目を集めた。以後、「成

人学習者週間Jは、毎年の教育カレンダーにおける中核的な存在となっているO

「成人学習者週間」は、 NIACEのアドヴォカシー活動に対して、多くの重要な教訓を明ら

かにした。第一の教訓は、政党はバリケードとしてよりも奮闘の場としてより有効なものだと

いうことであった。政策決定者を、成人学習によって生活が変容してきた学習者に引き合わせ

ることで、フラワーアレンジメント対する古いステレオタイプは克服された。いまや国会にお

いて誰も、かつてのように単純に話をしていなL、。自分の生活を変えようと努力してきた個々

の学習者やグループの話はいまや、国会議員たちの議論の骨子なのであるO 人々は、「優雅な

フロックの時代」を敬愛しており、しばしばより私的な活動のものを公的な式典に取り入れる

ために言い訳することを好むのであるO

第二の教訓は、「成人学習者週間」のような場では、頑として同意してこなかった人々が一

緒になって、将来的にともに活動していくための最善の方法を探るようになるということであっ

た。不思議なことに、ボランタリー組織が、活発にキャンぺーン活動を行いつつも、聞かれた

やり方で役人や政治家たちと活動してきたところでは、信頼のレベルは減少するよりも高まり

うるのである O

第三の鍵となる教訓は、効果的なパートナーシップは孤立した活動よりずっと多くのものを

達成するということであった。「成人学習者週間」の始めから、 NIACEは、中核的なイベン

トを多く組織しただけだった。 NIACEは、「成人学習者週間」を、自分の言葉で自分の目的

に見合うものにするよう他者を励ました。対立が生じたところでは、 NIACEは即座にわびを

入れた。 NIACEは、「成人学習者週間」がNGOではなく、学習者のためのものであること

を明確にした。このことは、 NIACEが享受する信頼性をいっそう強めることとなった。

ここ10年以上の聞に出てきた第四の教訓は、「成人学習者週間」が、成人学習者に影響を与

える政策展開に焦点を当てる機会を毎年提供し、異なる社会政策の潮流を越えたイニシアチブ

を確保すること(健康と教育を結び、つけて考えること、地方の経済復興における成人学習の役

割および、学習と文化産業のつながりに目を向けること)に有効な時間を提供したということ

であった。「成人学習者週間」はまた、重要な研究論文を発表する機会を提供した。いまや
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NIACEは毎年、学習社会を創造する意欲がどれほど大衆の経験の中に生じているかを明らか

にするための、参加に関する全国調査を委託しているO 結論として、学習が豊かな場合と貧し

い場合の間には持続的な違いがあることが示されているo 1992年以降、その調査研究は、立法

上の変革が高齢者の参加率に与える影響についても明らかにしてきた。そこでは、資格付与を

行わない成人教育の提供が減少するにつれて、年金受給者の参加率に40%の落ちが見られた。

NIACEの量的な調査は、参加と達成への障壁および、その障壁を克服するのに効果的な方策

の説明に焦点を当てた質的研究によって支持されているO 総合すれば、量的・質的研究は、将

来的な政策展開事業への重要な課題を明らかにしているのであるO 同時に、全国的な政策会議

は、分野の異なる領域(家族学習から職場学習に至るまで、図書館や博物館の役割から草の根

コミュニティ組織のイニシアチブに至るまで)に焦点を当てる機会を提供しているO

最後の教訓は、 1992年から10年間、 NIACEの活動を形作ってきたものであるO それはまず、

学習者自身が最高のアドヴォカシー活動家だということである O そして、成人学習組織は、学

習者が能動的で参加意欲旺盛な市民、自分自身の学習経験の主体および形成者となるための能

力を意識的に築いていく必要があるということである O 学習困難を持つ成人に対して、

NIACEの活動は、できるだけ自立した能動的な市民性を支える学習権の憲章を、学習者が自

覚し、発表し、広めていくのを支援することに焦点づけられてきた。その憲章は、 NIACEの

専門スタッフである Jeannie SutcliffeとYolaJacobsenの支援を受けつつ、学習困難を持つ

学習者によってっくり上げられたプロジェクト作業の成果であった。 10の提議からなり、それ

ぞれに注釈的なフレーズがついているO より効果的に学習困難を持つ成人の話を聞くことを学

びたい専門家にとって、実践的な憲章となっている O 憲章OurRight to Learnは次のことを

要求するO

- 声をあげる権利一一「われわれは、発言権を持った成人で、あるo われわれの声を聞いてほ

しL¥oJ 

・クラスに行くことを選択する権利一一「われわれは、自分が何を学ぶかについて発言の機
会を持つべきである。」

・支援を受ける権利一一「支援をうけるために誰かに頼ることができる。」
・友人をつくる機会を持つ権利一一「今よりもう少しだけ人ごみに混じって、新しL、友達を
つくってし、く。」

・楽しく学習する権利一一「楽しく学習すればするほど、もっと学びたくなる。」
・快適なアクセスの権利一一「乗り物、照明、車椅子のためのスペース。」
・いじめられない権利一一「いじめをなくしなさL、。みんな平等なのだ。」
・成人として尊敬の念を持って扱われる権利一一「成人としてわれわれに話し掛けなさい。」
・われわれが理解できる明確な情報を得る権利一一「情報は容易に理解できることが必要で
あるO それは複雑すぎている。」

・よい教えを受ける権利一一「自分の学びを支援してくれる良い教師を必要としている。」
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- 仕事を得るためのコースに参加できる権利一一「仕事を得ることができるかもしれない技

能をわれわれに与えてほし~'oJ 

・快適な場所で学ぶ権利一一「居心地がいいと感じる場所でJ(Jacobsen， 2000)。
憲章は、説得力をもって次のように解釈できるO すなわち憲章は、十分に達成された自立的

生活の追求に学習を用いる際、どのような種類の学習が学習困難を持つ成人を支援するのかと

いうことを明確にするだけでなく、現実の多くの場面で提供されているものと理想との間にあ

るギャップがいかに大きいかをそっと伝えもするのである O 提供される教育のかなり多くは、

カリキュラムも狭く、教えに独創性もなく、物理的設備も貧しいものとなってしまっている。

そのような現状と、「イエスと歴史、雷と稲妻」について学びたいという、一人の学習者のこ

み上げる思いを比べてみなさい (Sutcliffe，1990)。

学習者は、高齢者への学習機会を改善するための事例を展開し、高齢成人に彼らの興味の範

囲を広げるよう励ます際、鍵となる役割を果たしてきた。印象的なのは、「成人学習者週間」

の活動の一部として、ある年金受給者グループが「みっともなく年を取る (GrowingOld 

Disgracefully) Jというプログラムを組織したことである O それは、イギリス北西部の

Merseysideの高齢成人が若いときに禁じていたことをやるというイベントプログラムであっ

た。ある女性グループは、屋根のない 2階建てパスでオペラをうたいながら Liverpoolの中心

街を旅した。別の学習者たちは、 Mersey川で水上スキーをやった。より慣例的な活動として、

「サードエイジの大学 (theUniversity of the Third Age)Jという運動を組織している退職

者たちが、 NIACEの「年を取ってより大胆に (Older& Bolder) Jというプログラム(成人

教育の政策と実践におけるエイジズムに異議を唱えるプログラム)に積極的に寄与している

(Carlton and Soulsby， 1998)0 NIACE自体は、イギリス最高齢の学習者を見つけ出すという

新しい企画の準備に寄与した。 FredMorre は現在108歳であり、イギリス最高齢であるが、

HampchireのNewMiltonの芸術クラスで定期的に学んでいるO これらの企画は、広範囲に

わたって共感的にマスコミに報じられ、学習と年齢に対する国民の態度を変化させることに貢

献しているO

だが、まさに重要なことは、教育提供者たちの中にある態度を変えることであるO コースの

構成、タイミング、学習支援の調整は、あまりにもフルタイムの青年学習者のニーズを心に留

めてデザインされているO 教育提供者にとって、成人学習者の生活におけるその他の用事を無

視することは簡単である。成人学習者は、他の義務から残された場所に学習を押し込まねばな

らないのである。またしても、このようなメッセージは、学習者自身による経験の記述を通し

て非常に印象的に伝えられているO 例として、家族が必ずしも成人学習を心から支援してくれ

るわけではないことを明らかにした、オープシ・ユニバーシティの学生による次のような記述

もあるO
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nOB手か61EA手までエッセイの勉強をノ跨げてれます。務ij:fj分か勉強Lてまたj!Jj局jごつ

わて、中等教Jff一般試験のために勉強L て~ )~/J.i tご説男 0 !J 0 t::。 彼女íj:I1.のやってれ~

ことは時局の素早針だと感Uてれます。 :/oぞ6ぐ彼女ij:iE0~) で ιd ラ jji・、広 íj:本当に学習

をよ害 Lんで~ )石のです。勉強そをノ妨げてわぐために6、家事jご支摩をきた己ぎなれJ:.ラにかな

り質重jご時局調整をす~必要が;}j~と感U てれます。

棋は勉強とエッセイを書ぐことに夢中になってれます。家ij:斤rずかなぐなっており、夫
ij:今野まれわなシナツが無かったのをれやがりま 01::。忍はまた、今夜若子遅めjご紅茶を

iX，ij. d吉07と。そLておたち夫婦は、ツナサラダを食べ、て-8を終之ま 01::。

エッセヂはまだ逝強中で、 ぞれを芳成主ぜ~までに揺は、事実を収集 L、ぞれを筋道の

タヂどングす与のjご24時局を費やすでιょラ。と:/o言ったエッセイと Lて梓成L、

11.だげではなぐ、すべ、てのλ;Ói御題と L て~ )~ことを学.J;:の jご設立つので、男Bの御rg!J

指導時局を忍ij:楽 0，ij.tごLていますJ(Coare and Thomson編、 1996、156ページ)。

これらの記述は、 1990年代半ば、 f1，000人の学習者の日記 (theDiary of A Thousand 

Learners)Jを記録するために、 NIACEが主導したプロジェクトの成果である Throughthe 

Joy 01 Learningに載ったものである O その中心的なメッセージは、機会や支援を得ると、成

人は、学習を通してすばらしい才能、快活さ、創造性を見せるということであるO またそのこ

とは、「成人学習者週間賞」の中心的な教訓でもあるo 1998年、 NIACEはこの豊かな経験を

生かして、政治家や実践家に助言するために「全国成人学習者フォーラム」を開催することを

決めた。

1990年代を通じて、国策における生涯学習の重要性がしっかり再評価されるようになった。

イギリスにおいてそのような傾向は、学習社会を創造していく決意を宣言した1997年の政府の

選挙で加速した。継続・高等教育大臣は、第一回全国フォーラムを開催し、学習者の提案につ

いて、学習者とともに率直かつまじめに議論した。そして政府は、「学習と技能の時代」に向

けた2000年の法律に、学習者の声に耳を傾けることをその責任として組み込んだ。全国フォー

ラムの次の会議では、教育機関が自らの実践を適応させているかもしれない社会的慣習に注意

が向けられたが、面白いことに、それはより議論を引き起こすものであった。教育提供者は、

自分たちの実践に対する批判を聞くことがより困難であることに気づいた。既存の学習者・潜

在的学習者の意見が、教育提供者の政策面での優位性を強めるためだけに聞き入れられること

のないよう、絶えず努める必要があるO

学習者中心のシステムを構築することは、国策で宣言された目標である。しかし、言うこと

は実際に行うことよりずっと簡単であるO 理想と現実とのギャップを強調することは、政府の
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広い政策目標が成人学習者に好意的であるとき、 NIACEの重要なアドヴォカシー活動となるO

困難は広い理想にあるのではないのだ。首相への政策助言チームのひとつのリーダーである

Geoff Mulganは、政府の広い政策目標を次のようにうまく表現しているO

f政府がtJItや防衛や経済jごオデι主権をlj{jぎιて()幻】世界におれて、政府iJ'i'府民に対
ιてlj(】ラ-3最善のサーど又は、話7疋がcとり最安ぐなり、 ckり責任を持ち、より決断カを持
ち、 B分が往んで('-3世界をより一厚理解でま-3ckラ援助す石ごとで易石。接ぐslて6こ

のことは、喜子質的に若宮伊に厳ιぐ柔歌佐があり、創造的で遊厄;カがJ3-3(:(】った、雇府対
象者とな石ための技能を府民jご提供す-3ごとそ色言味す石。 よりJ1:ぐslht;['このことは、庶

民が白分で庁分のE仰をsl-3こと、勉者をケアす-3ことを援助L、盆活皮話や感1f1ftgなえu
f正すわ数奇システムにおわでかなり佐佐づげるれでまた分析的なj;nよりむLろjをはやぐ
んでわげ石J:.ラ援助す-3ごとをd言妹す-3J(Mulgan， 1997)。

David .Blunkettは、上で引用したのと同じ記事の中で次のように主張したとき、生涯学習

に関する政策目標の包括的定義におそらく最も関わっていた。

f学習は、われわれの経済的な未来を確保す石だげでなしより信広ぐ貢厳す-3るので

あ-3だろラ。学習は、われわれの話会か文男子とす石のを援助L、われわれのλ生におU-3

精神Eを籍選d#、22星歩的な庶民佐をJffS丘ftL，てわぐのであ石。学習は、 λ々がB分のコミュ

ニティで1し分な凌釘を果たLてわぐことをtiJffEIごす石。学習は、家族やZ勝、結果と Lて

E家を長室め-3tJのであ-3J (DfEE， 1998)。

けれども、現場でこれらの目標を実践に変えることは一つの挑戦である。大蔵省(世界の大

部分では経済省のようなもの)は、見返りが測定可能で早いものに対する支出を好む。コミュ

ニティベースの学習におけるより緩やかな活動方針は、労働市場のニーズと明確に関連してい

る資格取得の学習より擁護するのが難し~，。人生においてずっと、職業に結びついた教育およ

び訓練システムの中で活動してきた人々は、コミュニティにおける学習で何が最もよく機能し

ているかをほとんど知らなL、。また、多くの実践家は、効果的なアウトリーチ活動の技能を欠

いているo Blunkettも主張したように、タンカーの向きを変えるには時間がかかるが、まず

第一に、自分がどこへ行こうとしているのかを知る必要があるのであるo NIACEの仕事は、

タンカーが正しい方向に向けられていることを確実なものにしようとすることであるO

NIACEは、「成人・コミュニティ学習基金」の合同管理を介して、コミュニティベースの

学習の可能性を広げる革新的プロジェクトの運営で、政府と密接にかかわって仕事をしているO

そのような活動は、成人に対する新たな学習機会の構築に学習者を関わらせるための、地方コ

ミュニティベースの率先的活動を支援し、その成果を広範に広めてきた。 NIACEは、実践家

と政策決定者に対する率先的なトレイニング活動を支援しているO また、 NIACEは、実践と
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政策との情報伝達を強化する多くの実践家ネットワークを補助している O そしてもちろん、セ

ミナ一、会議、スタッフ開発プログラム、出版を通じた NIACEの研究活動と優れた実践活動

はすべて、同じ目標に向かっている O

現在、 NIACEの主要な全国的アドヴォカシー活動は、新しく設立された「学習技能協会」

が、成人に好意的であることを保障することに焦点が当てられている。この団体は、 2000年に

制定された法律の結果として創設され、今年から、イングランドの大学レベルの下位に位置す

るすべての継続教育、職業訓練、コミュニティ教育の企画活動および、それらに対する資金提

供活動を始めた。それは膨大な作業であり、かなり多様な団体文化の結合作業を伴っているO

まず学習技能協会は、協議のために、団体の活動計画案を発表した。その計画案は、 NIACE

の観点からすれば、検討課題文書において示されてきた焦点を、役に立たないものに狭めてし

まうものだった。特に、成人全体を参加対象とせずに、対象を提示していることに関してそう

であった。 NIACEは10年間、社会的に排除されたグループに手を差し伸べる際の成功を見極

める最善の尺度として、成人の参加対象者を確保するために闘ってきた。そじて1998年、全国

的に対象者を確保することに成功した。 NIACEのメンバーは、仮に学習技能協会が、中心的

な目標として参加者層を広げることを断念しているように思われるとしたら、 NIACEの動き

は役に立たないだろうと感じていた。そう感じたのは、とりわけ同協会のスタッフの多くが、

より狭く焦点化された学習提供活動の中で経験を重ねていたからであるO その後、初期の説明

会、手短な公開討論、非公開の説明会、熱心なロピイング活動によって、 2002年から成人全体

を対象として含めるという誓約をとりつけることができた。

対象の問題に対処したのと同時に、 NIACEは、教育技能協会において、成人に影響を与え

る別の資金調達システムや管理運営システムを導入するのに必要な移行作業が成功するよう尽

力した。 NIACEは、教育技能協会において、次長のひとりがコミュニティベースの成人学習

の財源および構造の問題に取り組むのを、そして他のスタッフが基礎教育の問題に取り組むの

を支援した。 NIACEのメンバーは、学習の質や伝達に関する取り組みにおいて、多種多様な

学習者の興味関心が配慮されることを保障するために設立された、多くの諮問委員会の活動に

寄与した。 NIACEはまた、教育技能協会に専門的な支援や助言を提供するために、補助的な

役割を果たすことを取り決めた。それらの取り決めの鍵となる要素は、同協会のために活動し

ている請負業者としての NIACEの義務と、同協会のメンバーを代表してアドヴォカシー活動

を行っているという、彼らに対する NIACEの責任との境界を明確に理解することだった。結

局、それらの役割問の緊張関係は、公開性や信頼を通じて解消されている O

成人は、整然とした学習者ではない。成人の興味関心は、多様な社会政策の動向を超えた広

がりをみせている O その証拠として、学習と健康の領域において、学習を続けることが能動的

な市民性を助長し、死を遅らせることが明らかになってきているO 町医者が多くの症状に対し

て、薬より学習を処方することは有効である。 NIACEは、医者の診療過程に学習アド、パイザー
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を配置することの利点を強調するため、「学習処方筆プロジェクト (aPrescriptions for 

Learning project) Jを実行しているO しかしながら、政府の部局を越えて国策に影響を与え

ることは困難であり、かなりの忍耐強さを要するものであるO もし教育費用を適度に上げるこ

とで健康面での利益が確保されうるなら、 3つの政策部局(健康省、教育省、大蔵省)は次の

ことに納得する必要がある O それは、そのような活動が優先され、それぞれの部局が異なった

目標を持つということだけでなく、しかるべき所に政策効果を評価するための基準が置かれう

るということであるO じっとしていること、忍耐強くあること、短期間で積極的に妥協しよう

とすることは、長い間妥協しないことと相まって、熱心なボランタリ一団体の特性であるO 環

境活動家が証言しうるように、多くの政策活動は、アイデアが変革の雰囲気をっくり出せるほ

どの人に常識として認められる前に、多くの失敗を伴うものであるO

この論文では主に、イングランドにおける国策の変化に注意を向けた。しかしながら、成人

学習に影響を与える政策は、地方、地域、国家、超国家レベルにおいても形成されるO 発展し

た国家行政は、 NIACEが、そのウエールズ部門である iNIACEDysgu CymruJを通じて、

ウエールズで異なるアドヴォカシ一役割を維持する必要性を示唆している。地域政府の成長に

よって、 NIACEの地域スタッフは、多様な政策的イニシアティブに対し、地域的に異なる対

応をしていくことを支援するようになった。 NIACEはまた、ヨーロッパレベルで政策に影響

を与えるために、「ヨーロッパ成人教育連合」の活動に寄与しているし、グローバルには、「国

際成人教育協会」の活動に寄与しているO

周辺化されたグループに対するアドヴォカシー活動もまた、 NIACEの活動の中核である O

NIACEの量的研究によると、学校後の教育および訓練において、労働者階級の成人、高齢者、

障害者、民族的・言語的マイノリティ、パートタイム労働者、旅行者、資格を持たない人々、

早い段階で‘学校教育から離れた人々、田舎のコミュニティの人々はすべて、比率として小さい

ことが示されている。参加や達成への障壁に関する研究を通じて彼らのニーズを明らかにする

こと、特定のグループにとっての障壁を克服するために何が役立つかを説明する資料を提示す

ることがNIACEの研究活動の主な特徴であるO 障壁の多くはもちろん、周辺化されたグルー

プのいくらかないしすべてにとって共通のものである O しかし同様に、それぞれのグループが

直面している特定の課題もあるo NIACEの近年の活動は特に、成人学習がいかにして、仕事

や社会的資本がほとんどないような最貧のコミュニティの経済的・社会的復興を、最善の方法

で支援しうるかに焦点を当てている。それは骨の折れる活動であり、もちろん忍耐強さが必要

な活動であるO しかしながら、かなりやりがいのある活動なのであるO

そのような活動では必然的に、成功と同じくらいの失敗があるO 活動の多くは、教育サービ

スを届けるメカニズムの外にある、私的な交渉を含んでおり、学習者に見えないものであるO

実際、最も成功したアドヴォカシー活動のいくらかは結果的に、役に立たない変革案として、

中断されてしまっているO 対照的に、公的なアドヴォカシー活動は本当に、文化的変容に寄与
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しているO 成人学習の豊穣さや多様性を祝うことは、学習を自分の生活における一つの選択肢

としてとらえるだけの自信を人々に与える点で重要であるO それは、しばしば学習者が自分の

勉強するコースで切り抜けていくような、個人的な苦闘にさらなる価値を与えている O また、

かなり楽しむ機会を提供してもいるのであるO


